






























































































































　　ガーナ共和国では，教育省と JICA 事務所の他，本学の修士課程に留学生として来日していた，Accra Teacher 










大学の教育学部長 Kalafunja O-saki 氏，Dares Salaam 大学の教授 Mafumiko 氏と JICA 研修留学生であった
Makoye 氏より，意見聴取も行った．タンザニア連合共和国の学校制度もガーナ同様，すべて９月入学であり，
大学院への秋季入学も実現すると大変好ましいという意見であった．しかし，タンザニアの隣接国であるケニ
アの SMASSE に教育協力の重点を置いているタンザニアでは，そのリーダー的存在の人物を大学院へ派遣して，
本国での牽引的リーダーとして活躍して欲しいと願う一方で，年度より始まる理数科教育支援への支障も
懸念されるという意見も出された．
　　また，本センターが平成年度より「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業として取り組んでい
るハンズオン事業に関する協議も行った．今後も引き続き，DaresSalaam 大学，Dodoma 大学と鳴門教育大学
の間で，ハンズオン研究に関する協議会を推進していくことなどが確認された．
６．独立行政法人国際協力機構（JICA）プロジェクト等に係る受託研修
　　平成年６月９日〜７月日大洋州地域初等中等算数・数学科教育（大洋州諸国から９名受入れ）
 月６日〜月７日地域特設「中東地域小学校理数科教育改善」（中東諸国から名受入れ）
 月日〜月５日国別研修南アフリカ共和国「理数科教員養成者研修」（南アフリカ共和国から
名受入れ）
　　平成年１月日〜２月日地域別研修「仏語圏アフリカ INSET 運営管理（校内研修導入・改善支援）」（仏
語圏アフリカ地域から名受入れ）
 １月日〜２月日国別研修「アフガニスタン教授法改善」（アフガニスタン・イスラム共和国から
名受入れ）
 １月日〜２月日国別研修「教師教育強化プロジェクトフェーズ２カウンターパート研修」（アフ
ガニスタン・イスラム共和国から２名受入れ）
 ２月９日〜２月日国別研修「住民参加型初等教育改善プロジェクト」（エチオピア連邦民主共和国
から２名受入れ）
７．その他受託事業
　　文部科学省「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業
　　　平成年６月２日〜平成年３月日
　　　（継続事業）授業を中心とした校内研修の導入による初中等教育の質的向上（小澤大成准教授ほか）
　　　平成年８月日〜平成年３月日
　　　（新規事業）日本国内での実践知を反映したハンズオン素材の集約（服部勝憲教授ほか）
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